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研究目的＝

　小児期における生活習慣の肥満や高脂血症などの成人病の危険因子に及ぼす影響を明ら

かにするために、小児コ－ホ－ト集団で、（１）各個人の肥満度・血圧・血清脂質値を追

跡してトラッキング現象の有無を検討し、さらに、（２）動脈硬化の進展に強く関与する

とされる小粒子低比重リポ蛋白（Low-density lipoprotein: LDL）の小児での発現頻度

を検討した。

研究方法＝

　対象コ－ホ－ト：千葉県Ｓ地区の小・中学生（600 名）。

　方法：平成４年より毎年１０～１１月に小児成人病検診を実施し、身体測定、血圧測定

および採血を行った。

　今年度は、過去の検診デ－タを解析し、動脈硬化危険因子のトラッキング現象を検討し

た。トラッキング現象は、Nishio らの定量的解析法（文献１）により、個人の検査値の

集団内での位置（Quintile（値を小から大に 5 段階に分類）の継続性を表すトラッキング

指数(TI)を求めることにより検討した。TI 値が１であればトラッキングがなく、１以上で

あればトラッキングが存在し、この値が大きいほどトラッキングが強い。

　 血清 LDL 粒子サブクラス（粒子径）の測定は、すでに報告した gradient gel

electrophoresis 法（文献２）で行った。LDL 粒子径が　25.5 nm以下のものを小粒子 LDL

と判定した。

結果＝

（１） 各検査値のトラッキング指数(TI)を表１に示す。

表１ 各検査値のトラッキング指数(TI)

肥満度 TC HDLC TG 動脈硬化指数 収縮期血圧

小１→小４(n=94) 4.7 3.8 3.5 1.8 3.5 2.5

小４→小１(n=89) 5.3 5.0 4.9 2.2 4.7 1.8



（２）小粒子LDL の発現頻度は小児では約 9％（640名中）、成人では19％（214名中）、

冠動脈疾患 39％（221 名中）であった。

考察＝

　虚血性心疾患などの動脈硬化を基盤とした成人病の危険因子とされる肥満や高コレステ

ロール血症はすでに小児期より存在し、それが将来の疾患発症につながると考えられてい

る。最近、再度この考えを強く支持するデ－タが発表された（Berenson GS,et al.

Association between multiple cardiovascular risk factors and atherosclerosis in

children and young adults. N Engl J Med 338:1650-6,1998)。動脈硬化の危険因子の

うち食生活や運動量などの環境因子については、それらが動脈硬化の進展過程にどのよう

に影響するかはまだ十分明かにされていない。

　今回の検討で、肥満、脂質異常および動脈硬化指数などはトラッキング現象のあること

が明らかであり、さらに、低年齢（小学１年→小学４年）でのトラッキングより高年齢（小

学４年→中学１年）でのトラッキングのほうが強く、肥満や血清脂質などの異常は、年齢

が高くなるほど異常の継続性が高まることが示された。したがって、小学校低学年におい

て生活習慣の改善を指導し、動脈硬化危険因子の軽減・排除することが必要であると考え

られた。

　また、本研究では、それ自体が動脈硬化を強く惹起し、肥満・脂質異常・インスリン抵

抗性などの動脈硬化を促進するとされる病態を集約した代謝マ－カ－とも考えられている

LDL 粒子のサブクラスを測定した。血清コレステロール値と冠動脈疾患発症率とは必ず

しも相関しない。しかし、動脈硬化形成性である LDL の粒子サイズが小さいほど冠動脈

疾患の発症率が高くなることが最近明かにされている。

　今回の検討で、小粒子LDL の発現頻度が、小児＜成人＜冠動脈疾患者であったことは、

遺伝的因子のみならず、環境因子とされる食生活や運動などの生活習慣が、LDL粒子ｻｲｽﾞ

へ影響している可能性を示していると考えられた。今後、生活習慣の改善（たとえば肥満

の改善）により LDL 粒子サイズが変化するものなのかを明らかにしたい。

結論＝

（１）肥満や血清脂質などの異常は、年齢が高くなるほど異常の継続性が高まることが示

され、小学校低学年において生活習慣の改善を指導し、動脈硬化危険因子の軽減・排除す

ることが必要であると考えられた。

（２）環境因子である食生活や運動などの生活習慣が、動脈硬化惹起性の小粒子 LDL の

発現に影響している可能性が示され、今後、生活習慣と LDL 粒子径の変化との関係を検

討することが重要であると考えられた。
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